
「 若い世代の人たちへ」

り がないと 漉いても 、 繊維を ちら す前に流れて、 繊維が団子状で残っ て凸凹し た紙になり ます。

　 水温が高いと 、 ねり の効き が悪く て繊維が散ら ないんです。 だから 、 どう し ても 紙漉き っ ていう

のは、 冬場の仕事。 今は、 科学のり と 言っ て温度に関係ない糊も あり ます。 ただ、 伝統的な和紙と

なると 、 昔ながら の技法で。 時期的には大体 11 月から 3 月ごろ までやり ます。 めちゃ く ちゃ 寒い時

期ですね。 でも 一番寒い 2 月頃は、 ねり が効いて一番仕事がし やすいですね。 ただ、 炭を 焚いて手

を温めたり 、 お湯を 沸かし て、 手を 入れたり 温めながら やっ ていますね。

　 昔は毎日朝から 晩まで漉いていた。 今はそんなに漉く こ と がない。 今は、 商業品と いう よ り 工芸

品がメ イ ン ですね。 色を 着けてラ ンプの笠やラ ン チョ ン マッ ト と かね。 他にも 、 鶴田小や柏原小の

6 年生が自分たち の卒業証書を 手漉き で作る ためにやっ てき ます。 あと 、 出水の大川内中学校も 学

校に紙漉き の施設があっ て、 そこ に教えに行っ たり し ますね。

　 今年のかごし ま国体・ 大会では、 賞状は手漉き 和紙でと 県で決まっ ていたので、 う ち の鶴田和紙

と 蒲生和紙の二つで国体の賞状を漉き まし た。 伝統的工芸品っ ていう も のの価値だろ う と 思います。

　 う ちは平成元年に県の伝統的工芸品の指定を 頂き まし た。 和紙と いう のは、 火にも 強く て水に濡

れても 破れにく い、保管するにも 丈夫で長持ち。「 和紙は千年」「 洋紙は百年」 と 言われているよう に、

実際に 1300 年以上前の和紙が（ 奈良の正倉院に） 保管さ れてい

ます。

　 日本には昔から ずっ と 残っ ている 良い物がたく さ んあり ます。

鹿児島県の伝統的工芸品も 三十以上あり ます。 だから 和紙だけ

じ ゃ なく て、 皆さ んがいろ んな所に行っ て工芸品に接し てほし い

です。 今回、 和紙の取材を 通し て、 伝統的工芸品に関心を も っ て

く れればなっ ていう のが、 私の望みですね。
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「 鶴田和紙の歴史」

「 紙漉き は冬場の仕事」

　 宮之城は宮之城島津家があっ たでし ょ う 。 一般の下級武士と かの仕事と し て養蚕と か紙漉き と

かっ ていう のは島津家の奨励で始まっ たんだと 思いますよ。 だから 桑の木や梶の木を 植えさ せたり 。

鶴田和紙は、 今年で 130 年ぐ ら いですね。 私で今 4 代目ですけど、 明治 25 年ぐ ら いから かな。 初

代は旧宮之城町の柊野（ く き の） っ て所がおふく ろ の実家なんですけど 、 そこ で最初は漉き だし た

みたいです。 私のおふく ろ がこ っ ち （ さ つま町神
こ う し

子） に嫁いだ時に道具を 持ち込んでこ っ ち で漉く

よう になっ たんですけど、 本家は後継者がいなく て、 こ こ だけが残っ たっ ていう こ と ですね。 元々、

旧宮之城町は紙を 漉く 所はたく さ んあっ たみたいで平川地区辺り は、 特に盛んだっ たみたいです。

それから 紫尾と か柊野も 多かっ たみたいです。 だけど、 だんだん需要がなく なっ てき て、 結局はう

ちのと こ ろ が一軒だけ残っ たっ ていう こ と ですかね。

　 今、 こ の辺の高齢者の方も 冬場、 田んぼの代わり に「 梶の皮剥ぎ」 っ ていう 、 梶の皮を 剥ぐ 作業

を経験し た人は多いんじ ゃ ないかな。

　 紙を 漉く 時に、 ト ロ ロアオイ っ ていう 植物から 作っ た糊を 水の中に散ら すんです。 こ れは何のた

めかと いう と 、 水にある 程度の粘り 気を 持たせるため。 こ れを “ねり ”と いう んです。 こ の “ねり ”

があるから 漉いた時に、 簀桁（ 長方形の大枠に、 すだれ状の道具「 簀（ す）」 を 敷いた道具） に少し

の時間だけ水が乗っ てく れるんです。 乗っ ている間に漉き 舟を 動かし て梶の繊維を 縦横均等に散ら

こ と ができ るんです。 簀桁に水が乗る加減を 見ながら 繊維を 均等に散ら し て、 沈殿さ せていく 。 ね
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聞き書きコ ラ ム
梶の皮剥ぎ
　 鶴田地区周辺では２ 月、梅の花が咲く 頃になると 行われた「 梶

の皮剥ぎ」。 梶の木を刈り 取り 、 窯で２ 時間ほど蒸し て、 皮を剥

いでいく 。 剥いだ皮は、１ 週間ほど乾燥さ せ、和紙の原料と なる。

昔は梶を蒸す際、 芋を一緒に蒸し て食べるこ と も あっ たと か。 梶の木

乾燥さ せた梶の皮
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